米国における「ウォール街占拠」運動 : “直接民主制”方式による意思決定 by 藤本 一美




























































反乱―ウォール街占拠運動のとらえ方』〔バジリコ株式会社、2012 年〕、訳者解説、140 頁。 
（4）「ウォール街の抗議運動が拡大、社会運動へと発展」（http://j.people.com.com.cn/94474/7613730.html）。 
（5）Writers for 99%,Occupying Wall Street- The Inside Story of an Action that Changed America 
(Haymarket, 2011)、pp.7-8、同書については、本稿校正中に翻訳がでた〔芦原省一訳・高祖岩三郎解説
『ウォール街を占拠せよ―はじまりの物語』（大月書店）〕、五野井郁夫『デモとは何かー変貌する直接民主
主義』（NHK 出版、2012 年）、37 頁。 














（Adbusters）』を発行しているカレ・ラースン（Kalle Lasen）(2) とミッカ・ホワイト（Micah 
White）によって始められ、彼らは 2011 年 6 月、ローアー・マンハッタンの占拠を思いつい
たのである。 
6 月 9 日、ラースンはオキュパイウォールストリート･オルグのアドレスを登録し、アドバス
ターズの購読者たちに「米国はそれ自身の抗議を必要としている」と述べ、オルグの加入者に
メールで送った。そして、7 月 13 日のブログのポスト上で、アドバスターズは民主主義への企
業の影響、金融債務超過の世界的危機、および富の増大する不平等をもたらした人々の違反に
抗議するため、ウォール街を平和裡に占拠することを提案したのである(3)。 




















業の影響力に抗議する”ために組織された集団＝『米国の怒りの日（The U.S.Day of Rage）』
等もまたこの運動に参画した。なお、マンハッタンへの示威運動（デモ）自体は 9 月 17 日か
ら開始されている(7)。 
このような動きに対応して、フィスブックのユチューブが初期の行事の映像を宣伝しながら





















らの運動とは、例えば、1894 年のコックスの陸軍、1932 年のボーナス行軍(12)、および 1971
年のメーディ抗議者のような公的場所を占拠した事件＝運動として国民の間で知られている。 
 冒頭でも述べたように、「ウォール街占拠」の原型は、2010 年の英国の学生抗議者、2011 年
のギリシャとスペインの憤慨した反・耐乏抗議者と並んで、いわゆる「アラブの春」の抗議者
































 実は、このスローガンは 2011 年 7 月に公表された『連邦議会予算局（CBO）』によって確認
－ 26 － 
された統計データーに依拠している。図表①は、米国における最上位 1％の人々の年間所得割
り当てと、米国内の所得配分の不平等性を示したグラフである。この資料に拠れば、1980 年に



















 「現在、米国人の 7 人に 1 人は貧困線以下の状態で生活している－それは 4,620 万人に達し
ている（ただし、実際にはそれよりも多い）。米国人の 6 人に 1 人は、いかなる健康保険にも
加入していない－その数は 5,000 万人で、テキサス州（2,700 万人）の二倍に相当する。少な
くとも、米国人の 17 人に 1 人は時給 7 ドル 25 セントの最低賃金以下で生活している。米国の
世帯の 14.5％は、“食料サービス”の受給者と定義されている。それは、7 世帯あたり 1 世帯
が食卓に十分な食料を確保できないことを意味している」(18)。 
ロジャーズはまた、この論文の中で次のようなデ－タ－も紹介した。すなわち、1970 年以降、
米国最大手企業の重役の給料は 4 倍以上になった。だが、平均的一般社員の給料は 10％も増え
ていない。また 1940 年代および 1970 年代の間に、米国の中流家庭の所得は二倍となった。し
かるに、その時以来、米国の最低 90％の所得は僅か 5％増えたに過ぎない。1990 年代に入っ
て、経済学者たちは米国の増大する所得不平等を示唆する研究論文を発表してきた。これらの

































－ 28 － 
（注） 
（1）サラ・ヴァン・ゲルダー＋『YES！Magazine』編集部編、山形浩生＋守岡桜・森本正史訳『99％の
反乱―ウォール街占拠運動のとらえ方』〔バジリコ株式会社、2012 年〕、11 頁、Writers for 99%,Occupying 
Wall Street- The Inside Story of an Action that Changed America (Haymarket, 2011)、pp.5-6. 
（2）ラ－スンは、当時 69 歳。エストニア生まれのカナダ人で、1960 年代に市場調査会社を日本で起こし
た後、70 年、バンク－バ－に移住。そして 89 年に非営利雑誌の『アドバスターズ』を創刊、同誌は隔月
発行で芸術家や環境問題などの活動家に発言の場を提供している。彼は当初、「米国内の左翼勢力を結集し、
茶会運動を抑制できれば」と考えていた、と述べている（「ウォ－ル街デモの仕掛け人」『毎日新聞』、2011
年 10 月 4 日〔夕〕）。 
（3）http://www.vancourier.com/Adbusters＋sparks＋Wall＋Street＋protest/5466332/story.html 
（4）五野井郁夫『デモとは何かー変貌する直接民主主義』（NHK 出版、2012 年）、2５頁。 
（5）http://businessweek.com/magazine/david-graeber-the-antileader-of-occupy-wall-street-1026011.html 
（6）http://www.aljazeer.com/indepth/opinion/2011/11/2011112835904508.html, Willams, Dana. “The 












恐慌下の最も暗い記憶の１つである（「余禄」『毎日新聞』2011 年 10 月 5 日）。 
（13）http://www.reuters.com/article/2011/10/11/uk-global-politics-protest-idUSLNE79A03Z20111011 
（14）Writers for 99%, op, cit., Occupying Wall Street- The Inside Story of an Action that Changed 
America、p.10、五野井、前掲書『デモとは何かー変貌する直接民主主義』、24 頁。 
（15）「規制強化、ウォール街デモ収束できず」『日本経済新聞』、2011 年 9 月 22 日。 
（16）http://en.wikipeia.org/wik/occupy-wall-street 
（17）http://articles.latimes.com/2011/oct/12/busines/la-fi-hiltzik-20111012 
（18）Occupy protestors say it is 99% v 1%, Are thy right ? The Guardian Data Blog,by Simon Rogets. 
（19）“Income Inequality”, The New York Times, March22, 2012. 
（20）http://en.wikipeia.org/wik/occupy-wall-street 
（21）http://www.aljazeera.com/indepth/opinion/2011/11/201112872835904508.html 

















平均年齢は 33 歳で、20 代と 40 代の人々が均衡している。また多様な宗教信者たちが、イス
ラム教、ユダヤ教、およびキリスト教を含む形で抗議を代表していた。その中でラビー・チャ
イム・グローバ （ーRabbi Chaim Gruber）は、ズッコティ公園に野営した唯一の聖職者であっ
た(2)。 




10 月 19 日に公表された『公共問題に関するバラク・カレッジスクール（Baruch College 
School of Public Affair）』による“オキュパイウォールストリート・オルグ”のホ－ムペイジ
に関する接続者調査によると、1,619名のウェブ上の応答者の中で三分の一は30歳以下であり、




一方、『フォダム大学政治学部（Fordham University Department of Politcal Science）』に
よる調査でも、上記のバラク・カレッジの調査結果が追認され、さらに詳細なデーターを紹介
している。すなわち、「ウォール街占拠」抗議者たちの政党所属は民主党が 25%、共和党が 2%、
社会党が 11%、緑の党が 11%、その他の党が 12%、そして無党派が 39%である。なお、フォ
ダム大学の調査によれば、抗議者たちのイデオロギー区分を見ると、自分をかなりリベラルだ
と認識している者が 80%、穏健派が 15%、そしてかなり保守的が 6%という結果であった(5)。 
以上要するに、「ウォール街占拠」抗議者は、白人が圧倒的で 30 歳以下が３割強、またリベ
ラル派が 8 割、しかもかなり割合が無党派で占められていることがわかる。 
 
















































の献金によるもので、一人当たりの平均献金額は 22 ドルだ、と報告された(12)。 
 資金担当集団のメンバーによれば、「ウォール街占拠」運動には総額にして 70 万ドル以上の
資金が集まったという(13)。抗議者たちがズッコティ公園に参加した間、それらの資金は食料お
よびその他の日用品を購入し、デモで逮捕された仲間の抗議者たちを救済するために当てられ










乗車券、および印刷物費用のような日常活動費が大半を占めた。そこで、3 月 3 日に「職務指
導者（ビジネス・リーダー）」は、新たに『運動財源集団（Movement Resource Group）』を
創設し、1,500 万ドル以上を目標にまず 30 万ドルをかき集め、その資金は適切な受け取り人が
2 万 5 千ドルを助成金の形で利用できるように手配した(16)。 
－ 32 － 
（注） 
（1）http://www,nytimes.com/2011/10/01/nyregion/wall-street-ocupiers-protesting-till-whenever.html? 
=occpywallstreet,Ray Downs, Protesters, Protsters Occupy Wall Street to Rally Against Corporate 
America, Christian Post, September18, 2011. 
（2）http://en.wikipeia.org/wik/occupy-wall-street 
（3）http://fastcompany.com//1792056/pccuoy-wall-street-demographics-infographic 
（4）Sean･Captain, "The Demographics of Occupy Wall Street, Fast Company, Oct19, 2011. 
（5）http://en.wikipeia.org/wik/occupy-wall-street 
（6）http;//www.businesweek.com./ap/financialnews/D9RKV7HOO.htm 
（7）Writers for 99%, Occupying Wall Street- The Inside Story of an Action that Changed America 
(Haymarket, 2011)、pp.29-30. 






ジリコ株式会社、2012 年〕、62 頁）。 
（9）大竹秀子「私たちは 99％－“ウォール街を占拠せよ”現地からの報告」『世界』、2011 年 12 月号、









































 ところで、10 月 6 日に、ズッコティ公園を所有する『ブロックフィルド・オフィス地所
（Brookfield Office Properties）』は次の内容の声明文を発表し、物議を醸した。いわく「公衆
衛生が大きな関心の的になっている。・・・普段、公園は清潔に掃除され、毎週点検を受けてい
た。［しかし］抗議者たちは協力することを拒否しているので、・・・公園は 9 月 16 日の金曜
日以来、清掃されていない。そのため、衛生状態が極めて悪い状態にある」(5)。 







10 月 20 日、ズッコティ公園の近隣住民たちはコニュニティー委員会の会合で、不十分な衛
生状態、抗議者たちによる暴言的あざけりと難題、騒音、並びにそれに関連した問題について
不満を漏らした。ある住民は怒りをこめて、抗議者たちが「我々の戸止めに排便している」と



















午前 12 時 40 分頃、ある集団が公園内で元旦を祝った後、彼らは公園から立ち去り、ブロー













－ 35 － 
れている。 



















































学組織、地方の 100 あまりの米運輸労働組合、およびニューヨーク地下鉄 32BJ サービス雇用
国際組合を含む、様々な組織や労組が示威運動（デモ）への支持を表明した(22)。 






（3）Writers for 99%,Occupying Wall Street- The Inside Story of an Action that Changed America 
(Haymarket,2011)、pp.26-28、http://www.thenation.com/blog/163767/we-are-all-human-microphones-now 
（4）Colin Moynihan, “With Generators Gone, Wall Street Protesters Try Bicycle Power”, The New 
York Times, October30, 2011. 
（5）Andrew Grossman, “Protest Has Unlikely Host”, The Wall Street Journal, September26, 2011. 
（6）http://www.thenation.com/blog/163981/pccupy^wall-street-protesters-win-showdown-bloomberg 
（7）Josh Saul, “Angry Manhattan residents lambast Zuccotti Park protesters”, The New York Post, 
October21, 2011. 
















































な活動家が占拠していた（Writers for 99%, op. cite., Occupying Wall Street- The Inside Story of an 
出典：Writers for the 99%, Occuping Wall Street-The Inside Story of an Action that Changed
America (Haymarket, 2011). 
－ 38 － 







































－ 39 － 
 ②格差に対する反抗・・・富裕層上位１パーセントが全米所得のおよそ 20 パーセントを占




















































































聞』、2012 年 1 月 1 日）。 
（2）「いいね 12 万超、ウォールストリート占拠運動で、アメリカの民主主義の根幹がとわれている」『環
境会議』『人間会議』2012 年 05 月 21 日（http://www.advertimes.com/21120521/article67601）。 
（3）前掲、『朝日新聞』、2012 年 1 月 1 日。 
（4）2012 年 2 月末、再び「ズッコティ公園」を訪問した五野井は、「オキュパイ・ウォールストリート本
体はリアルで物理的な中枢を放棄し、ネット上に中枢を置くという戦略へと本格的に移行した」、と述べて




者の総意を真に代弁する機関でなくなっていた、といわれる（Writers for 99%,Occupying Wall Street- The 
Inside Story of an Action that Changed America (Haymarket, 2011)、pp.65-67）。 
（5）ただし、米キニピアック大学がニューヨーク市のみの有権者 1,068 人を対象にした調査では、67％が
OWS を支持すると回答している（津山恵子「特別レポート：世界中に拡大したウォール街デモ－その政治
的影響力米大統領選挙への波紋」『週間ダイヤモンド』第 147 回〔2011 年 10 月 24 日〕）。 
（6）同上論文。 
（7）「首都デモ 左派系計画－“ウォール街”拡大」『読売新聞』、2011 年 10 月 6 日。 
（2012 年 8 月 15 日、脱稿） 
